
（別紙３）

～ 令和８年　１月　１６日

（対象者数） 32 （回答者数） 19

～ 令和８年　１月　１６日

（対象者数） 17 （回答者数） 16

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
すべての強度行動障害を持っている利用児に対して伴走型の
研修を受け、将来、利用児のためになるようにする

2
スタッフの個々のレベルを上げるための教育や経験値を上げ
るように、社外の研修を受け、横のつながりを増やしていく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
階段部分では、手を貸して中に入ってもらうが、自分ででき
るように取り組んでもらえるような声掛けをしている

2
間仕切りやテントなどを使い遮断できる空間づくりをしてい
く

3

強度行動障害を持つ利用児の受け入れをしている。
強度行動障害の研修を受けている。愛知県の伴走型の研修も受
けて、子供たちへの対応を行っている

仕事に対してチームでミーティングをして、同様の支援ができ
るように取り組んでいる

子供たちが楽しく過ごせるように、活動などの充実をはかり、
子供たちからも意見を聞いている

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

バリアフリーになっていない 賃借物件のため、特に玄関先を変えることができないでいる

障害の重さや度合いに見合ったクールダウンする部屋がない 音に敏感な利用児が多く、騒がしいと他害が増えてしまうため

令和８年　１月　８日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和８年　１月　２６日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ひまわりきっず

○保護者評価実施期間 令和７年　１２月　８

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


